
平成２４年度第四回大東文化大学スポーツ・健康科学部及び 

大学院スポーツ・健康研究科 研究倫理審査委員会会議の記録の概要 

日 時 ： 平成 25年 3月 5日（火） 13:30～15:15 

場 所 ： 東松山校舎研究管理棟３階第三会議室 

出席者 ： 杉森裕樹（研究倫理審査委員長）、大城聰(動物倫理委員長)、近藤弘、 

中村正雄（遠藤俊郎主任代理）、太田眞、蕪木智子、春日芳美（琉子友男代理） 

米澤敏雄(外部委員)、スポーツ・健康科学部事務室 藤沢信雄、清宮栄一 

欠席者 ：  樺澤一之、簗瀬澄乃 

議案１：研究倫理計画書の審査について 

杉森委員長より今回提出された下記案件について倫理審査が行われ、下記の通り判定された。 

【審議事項】  新規案件１１件（承認６件、条件付承認５件） 

受付番号 受付日 申請者名 審 査

区分 

実験課題名 審査結果 

K１2－０１０ 2013.2.22 宮城 修 通 常

審査 

大学生男子ラグビー選手の形態面及び機能面の

関係～ポジション間での比較と試合中の生理学

的応答と動きの特徴～ 

条件付承認 

K１2－０１１ 2013.2.22 宮城 修 通 常

審査 

ボクシングトレーニングの強度およびエネルギ

ー消費量～携帯型酸素摂取量計を利用して～ 

条件付承認 

K１2－０１２ 2013.2.22 宮城 修 通 常

審査 

サッカー選手の動きに関する研究 条件付承認 

K１2－０１３ 2013.2.22 琉子友男 通 常

審査 

中高齢者の足把持筋力がバランス能力に及ぼす

影響とトレーニング効果に関する研究 

条件付承認 

K１2－０１４ 2013.2.22 鈴木 明 通 常

審査 

尿中及び唾液コチニン濃度からみた大学生の受

動喫煙状況 

承    認 

K１2－０１５ 2013.2.22 遠藤俊郎 通 常

審査 

高校サッカー選手における集団効力感の影響に

関する研究 

承   認 

K１2－０１６ 2013.2.22 川本竜史 通 常

審査 

野球の打撃における打ち分け技術に関するバイ

オメカニクス的研究 

承   認 

K１2－０１７ 2013.2.22 川本竜史 通 常

審査 

男子やり投げ選手の投てきパフォーマンスに対

する助走の貢献 

承   認 

K１2－０１８ 2013.2.22 大橋二郎 通 常

審査 

異なるグラウンド条件が男子ジュニアユースサ

ッカー選手のトレーニングに及ぼす影響 

条件付承認 

K１2－０１９ 2013.2.22 近藤 弘 通 常

審査 

画像解析によるリンパ系細胞形態の定量的評価

に関する研究 

承   認 

K１2－０２０ 2013.2.22 杉森裕樹 迅 速

審査 

スポーツ障害と疫学研究 承   認 

上記 11件の案件の他、杉森委員長より 6/5開催の研究倫理審査委員会で「条件付承認」になった下記の案件について、

経過報告がなされ、条件が満たされたことにより「承認」とすることとされた。 

受付番号 受付日 申請者名 審 査

区分 

実験課題名 備  考 

K１2－００３ 2012.5.15 岡田 淳 通 常

審査 

教職員及び大学生における尿

中 Ureaplasma の保菌状況に

ついて 

「条件付承認」を「承認」とする 

K１2－００４ 2012.5.15 岡田 淳 通 常

審査 

教職員及び大学生における糞

便中 Helicobacter pylori の

保菌状況について 

「条件付承認」を「承認」とする 

 



平成２４年度第四回大東文化大学スポーツ・健康科学部及び 

大学院スポーツ・健康研究科 動物倫理委員会会議の記録の概要 

日 時 ： 平成 25年 3月 5日（火） 15:15～15:40 

場 所 ： 東松山校舎研究管理棟３階第三会議室 

出席者 ： 杉森裕樹（研究倫理審査委員長）、大城聰(動物倫理委員長)、近藤弘、 

中村正雄（遠藤俊郎主任代理）、太田眞、蕪木智子、春日芳美（琉子友男代行） 

米澤敏雄(外部委員)、スポーツ・健康科学部事務室 藤沢信雄、清宮栄一 

欠席者 ：  樺澤一之、簗瀬澄乃 

 

 

●動物倫理委員会について 

研究倫理審査委員会後、大城委員長により動物倫理委員会が開催された。 

報告事項： 

下記事項が９月２５日開催の教授会で報告承認されていることが事務方より報告された。 

受付番号 受付日 申請者名 審 査

区分 

実験課題名 備  考 

Ａ１2－００１ 2012.6.29 大城聰 

 

通 常

審査 

ラット骨折モデルにおけ

るアイシングの効果 

「条件付承認」を「承認」とする 

 

                                                以 上 


